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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数枚のセクションを回動可能に連結してなるオーバーヘッドドアの扉体において、
　前記セクションは、上框と下框を備えており、前記上框の上面が前記セクションの上面
、前記下框の下面が前記セクションの下面を形成しており、
　前記セクションの上面は、室外側水平面と、室内側水平面と、室外側水平面と室内側水
平面との間の凸面と、からなり、
　前記セクションの下面は、室外側水平面と、室内側水平面と、室外側水平面と室内側水
平面との間の凹面と、からなり、
　扉体全閉姿勢時の上下に隣接するセクションの上側セクションの下面と下側セクション
の上面において、上側セクションの室外側水平面と下側セクションの室外側水平面が当接
し、上側セクションの室内側水平面と下側セクションの室内側水平面が当接し、下側セク
ションの前記凸面は、クリアランスを有して上側セクションの前記凹面に受け入れられて
おり、前記クリアランスは、上側セクションと下側セクションの回動時に前記凹面と前記
凸面の非接触状態での移動を保証するものであり、
　前記上側セクションの下面において、前記室外側水平面と前記凹面の室外側端縁が角度
をもって交わることで室外側角部が形成されており、前記室内側水平面と前記凹面の室内
側端縁が角度をもって交わることで室内側角部が形成されており、
　前記下側セクションの上面は、前記室外側角部に対応する室外側接触部、前記室内側角
部に対応する室内側接触部を備えており、
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　扉体全閉姿勢で扉体に面圧が作用しない状態では、前記室外側角部は前記室外側接触部
にセクションの厚さ方向に近接しており、前記室内側角部は前記室内側接触部にセクショ
ンの厚さ方向に近接しており、扉体全閉姿勢で扉体に所定の面圧が作用した場合には、前
記室外側角部あるいは前記室内側角部が、前記室外側接触部あるいは前記室内側接触部に
噛むように接触する、
　オーバーヘッドドアの扉体。
【請求項２】
　前記凸面は、前記室外側水平面から立ち上がる室外側立ち上がり面と、前記室内側水平
面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、を備え、
　前記凹面は、前記室外側水平面から立ち上がる室外側立ち上がり面と、前記室内側水平
面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、を備え、
　前記凹面の室外側立ち上がり面の下端に前記室外側角部が形成され、前記凹面の室内側
立ち上がり面の下端に前記室内側角部が形成され、
　前記凸面の室外側立ち上がり面の下端ないし下端近傍が前記室外側接触部となり、前記
凸面の室内側立ち上がり面の下端ないし下端近傍が前記室内側接触部となり、
　前記凹面の室外側立ち上がり面の立ち上がり角度は、前記凸面の室外側立ち上がり面の
立ち上がり角度よりも大きく、前記凹面の室外側立ち上がり面と、前記凸面の室外側立ち
上がり面と、の間に室外側のクリアランスが形成され、
　前記凹面の室内側立ち上がり面の立ち上がり角度は、前記凸面の室内側立ち上がり面の
立ち上がり角度よりも大きく、前記凹面の室内側立ち上がり面と、前記凸面の室内側立ち
上がり面と、の間に室内側のクリアランスが形成されている、
　請求項１に記載のオーバーヘッドドアの扉体。
【請求項３】
　各セクションの室内側部位には、上端寄りあるいは下端寄りに位置して補強部材が設け
てある、請求項１、２いずれか１項に記載のオーバーヘッドドアの扉体。
【請求項４】
　複数枚のセクションを回動可能に連結してなるオーバーヘッドドアの扉体において、
　前記セクションの上面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凸面
と、からなり、
　前記セクションの下面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凹面
と、からなり、
　扉体全閉姿勢時の上下に隣接するセクションの上側セクションの下面と下側セクション
の上面において、下側セクションの前記凸面は、クリアランスを有して上側セクションの
前記凹面に受け入れられており、前記クリアランスは、上側セクションと下側セクション
の回動時に前記凹面と前記凸面の非接触状態での移動を保証するものであり、
　前記下側セクションの上面の凸面は、前記室外側面から立ち上がる室外側立ち上がり面
と、前記室内側面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、前記室外側立ち上がり面と前記
室内側立ち上がり面との間の中間面と、を備え、前記室外側立ち上がり面と中間面の室外
側端縁が角度をもって交わることで室外側角部が形成されており、前記室内側立ち上がり
面と前記中間面の室内側端縁が角度をもって交わることで室内側角部が形成されており、
　前記上側セクションの下面は、前記室外側角部に対応する室外側接触部、前記室内側角
部に対応する室内側接触部を備えており、
　扉体全閉姿勢で扉体に面圧が作用しない状態では、前記室外側角部は前記室外側接触部
にセクションの厚さ方向に近接しており、前記室内側角部は前記室内側接触部にセクショ
ンの厚さ方向に近接しており、扉体全閉姿勢で扉体に所定の面圧が作用した場合には、前
記室外側角部あるいは前記室内側角部と、前記室外側接触部あるいは前記室内側接触部と
、が接触する、
　オーバーヘッドドアの扉体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、オーバーヘッドドアに係り、より詳しくは、耐風圧性能に優れるオーバーヘッ
ドドアの扉体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
オーバーヘッドドアは、倉庫やガレージ等の建物の屋外と屋内とを連通する建物開口部に
設置する建具として知られており、構造上、外圧（屋外側からの風圧力）、雨仕舞に配慮
した設計となっているが、内圧（屋内側からの風圧力）に対する耐風圧性能は十分ではな
い。
【０００３】
オーバーヘッドドアの設置場所等によっては所定の内圧に耐える必要があることから、内
圧に対する強度を大きくする手段が講じられている。典型的には、扉体を構成する各セク
ションの室内側部位の上方（上框の室内側面部）あるいは下方（下框の室内側面部）に補
強部材を設けることが知られており、特許文献１、２では、セクションの下框の室内側面
部に設けた補強部材が開示されている。
【０００４】
特許文献１、２に示す態様では、セクションの下框は補強部材によって所定の強度を備え
ているが、セクションの上框は補強部材を備えていないため、下框に比較して強度が弱く
、扉体に大きな内圧が作用した時には、補強部材を備えた下框は耐えることができるが、
補強部材を有しない上框が変形してしまうおそれがある。なお、上框、下框の両方に補強
部材を設けることは、扉体の開閉時に干渉してしまうことから困難である
【０００５】
このことを、特許文献１（図６）、特許文献２（図３）に基づいて説明すると、特許文献
１、２では、上側に位置するセクションの下面、下側に位置するセクションの上面は、そ
れぞれ段部形状になっており、かつ、扉体が閉鎖姿勢にある時には、セクションの厚み方
向に段部間に縦断面視方形状のクリアランスが設けられている。これは、扉体の開閉時に
、上下に隣接するセクション同士が回動する必要があることから、セクションの製作精度
の誤差を吸収し、セクション同士の接触を防止するための逃げである。扉体に内圧が作用
した時に、下側に位置するセクションの上框に作用する力を上側に位置するセクションの
下框（補強部材によって強度が増大されている）にうまく伝達できればよいが、特許文献
１、２の態様では、内圧が作用した時に、強度的に弱い上框が、クリアランスの存在によ
って、下框に対して滑るように変形ないし移動し、上框に作用した力を良好に下框に伝達
して上框と下框で力を分配して負担することができない。結果として、扉体に所定の内圧
が作用した時に、上框の断面形状の変形、有効断面の低下を招くおそれがある。
【０００６】
なお、このような扉体に外圧が作用した場合には、元来、セクションは、所定の外圧に対
する耐風圧性能を備えているため、クリアランスの存在の影響は少ない。また、従来のセ
クションに比べて、セクションの厚さ大きくすれば耐風圧強度は増すが、セクション厚を
大きくすることには様々な制約があり、簡単には採用できない。
【特許文献１】特開平７－２９３１４２
【特許文献２】特開２００１－３１１３７０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、オーバーヘッドドアの扉体を構成するセクションの上面及び下面の形状に特徴
を持たせることによって、内圧に対する耐風圧性能が向上された（特に、内圧について、
外圧と同等の耐風圧性能を備えた）扉体を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明が採用した技術手段は、



(4) JP 6735152 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

　複数枚のセクションを回動可能に連結してなるオーバーヘッドドアの扉体において、
　前記セクションの上面、下面のいずれか一方は、室外側面と、室内側面と、室外側面と
室内側面との間の凸面と、からなり、他方は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内
側面との間の凹面と、からなり、
　扉体全閉姿勢時の上下に隣接するセクションの上側セクションの下面と下側セクション
の上面において、前記凸面は、クリアランスを有して前記凹面に受け入れられており、前
記クリアランスは、上側セクションと下側セクションの回動時に前記凹面と前記凸面の非
接触状態での移動を保証するものであり、
　前記セクションの上面、下面のいずれか一方には、室外側角部、室内側角部が形成され
ており、いずれか他方には、前記室外側角部に対応する室外側接触部、前記室内側角部に
対応する室内側接触部を備えており、
　扉体全閉姿勢で扉体に面圧が作用しない状態では、前記室外側角部は前記室外側接触部
にセクションの厚さ方向に近接しており、前記室内側角部は前記室内側接触部にセクショ
ンの厚さ方向に近接しており、扉体全閉姿勢で扉体に所定の面圧が作用した場合には、前
記室外側角部あるいは前記室内側角部と、前記室外側接触部あるいは前記室内側接触部と
、が接触する、
　オーバーヘッドドアの扉体、である。
　１つの態様では、前記クリアランスは、縦断面視三角形状の室外側のクリアランスと、
縦断面視三角形状の室内側のクリアランスと、を含む。
　１つの態様では、扉体全閉姿勢時の上下に隣接するセクションの上側セクションの下面
と下側セクションの上面において、室外側面同士、室内側面同士が当接する。
【０００９】
　１つの態様では、
　前記セクションの上面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凸面
と、からなり、
　前記セクションの下面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凹面
と、からなり、
　前記セクションの下面において、前記室外側面と前記凹面の室外側端縁が角度をもって
交わることで室外側角部が形成されており、前記室内側面と前記凹面の室内側端縁が角度
をもって交わることで室内側角部が形成されており、
　前記セクションの上面は、前記室外側角部に対応する室外側接触部、前記室内側角部に
対応する室内側接触部を備えている。
【００１０】
　１つの態様（第１実施例～第５実施例）では、前記凸面は、前記室外側面から立ち上が
る室外側立ち上がり面と、前記室内側面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、を備え、
　前記凹面は、前記室外側面から立ち上がる室外側立ち上がり面と、前記室内側面から立
ち上がる室内側立ち上がり面と、を備え、
　前記凹面の室外側立ち上がり面の下端に前記室外側角部が形成され、前記凹面の室内側
立ち上がり面の下端に前記室内側角部が形成され、
　前記凸面の室外側立ち上がり面の下端ないし下端近傍が前記室外側接触部となり、前記
凸面の室内側立ち上がり面の下端ないし下端近傍が前記室内側接触部となり、
　前記凹面の室外側立ち上がり面の立ち上がり角度は、前記凸面の室外側立ち上がり面の
立ち上がり角度よりも大きく、前記凹面の室外側立ち上がり面と、前記凸面の室外側立ち
上がり面と、の間に室外側のクリアランスが形成され、
　前記凹面の室内側立ち上がり面の立ち上がり角度は、前記凸面の室内側立ち上がり面の
立ち上がり角度よりも大きく、前記凹面の室内側立ち上がり面と、前記凸面の室内側立ち
上がり面と、の間に室内側のクリアランスが形成されている。
　後述する実施例では、具体的な立ち上がり角度が記載されているが、本発明に係る立ち
上がり角度は実施例の角度に限定されるものではなく、また、室外側角部、室内側角部を
形成する角度についても実施例の角度に限定されるものではない。
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【００１１】
　１つの態様（第1実施例～第４実施例）では、前記凸面の室外側立ち上がり面、室内側
立ち上がり面の一方あるいは両方は傾斜面である。
　１つの態様（第1実施例～第４実施例）では、前記凸面は、室外側水平面から立ち上が
る室外側立ち上がり面と、室内側水平面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、前記室外
側立ち上がり面と前記室内側立ち上がり面との間の中間面と、を備えている。
　１つの態様（第1実施例～第４実施例）では、前記凸面の中間面は水平面である。
　１つの態様（第1実施例～第４実施例）では、前記凸面は縦断面視台形状である。
　１つの態様（第５実施例）では、前記凸面の室外側立ち上がり面、室内側立ち上がり面
の一方あるいは両方は湾曲面（弧面）である。
【００１２】
　１つの態様（第１実施例）では、前記凹面の室外側立ち上がり面、室内側立ち上がり面
の一方あるいは両方は傾斜面である。
　１つの態様（第２実施例、第３実施例、第４実施例、第５実施例）では、前記凹面の室
外側立ち上がり面、室内側立ち上がり面の一方あるいは両方は垂直面である。
　１つの態様（第１実施例～第５実施例）では、前記凹面は、前記室外側水平面から立ち
上がる室外側立ち上がり面と、前記室内側水平面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、
前記室外側立ち上がり面と前記室内側立ち上がり面との間の中間面と、を備えている。
　１つの態様（第１実施例、第２実施例、第４実施例、第５実施例）では、前記凹面の中
間面は水平面である。
　１つの態様（第３実施例）では、前記凹面の中間面は上向き膨出状の湾曲面である。
　１つの態様（第１実施例）では、前記凹面は縦断面視台形状である。
【００１３】
　１つの態様では、前記セクションは、上框と、下框と、を有し、上框の上面が前記セク
ションの上面、下框の下面が前記セクションの下面を形成する。
【００１４】
　１つの態様では、各セクションの室内側部位には、上端寄りあるいは下端寄りに位置し
て補強部材が設けてある。
　１つの態様では、前記セクションは、上框と、下框と、を有し、前記補強部材は、前記
上框の室内側面部あるいは前記下框の室内側面部のいずれか一方に設けてある。
【００１５】
　室外側角部、室内側角部を凸面側に形成し、前記室外側角部に対応する室外側接触部、
前記室内側角部に対応する室内側接触部を凹面側に形成してもよい。
　したがって、１つの態様（第６実施例）では、
　前記セクションの上面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凸面
と、からなり、
　前記セクションの下面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凹面
と、からなり、
　前記セクションの上面の凸面は、前記室外側面から立ち上がる室外側立ち上がり面と、
前記室内側面から立ち上がる室内側立ち上がり面と、前記室外側立ち上がり面と前記室内
側立ち上がり面との間の中間面と、を備え、前記室外側立ち上がり面と中間面の室外側端
縁が角度をもって交わることで室外側角部が形成されており、前記室内側立ち上がり面と
前記中間面の室内側端縁が角度をもって交わることで室内側角部が形成されており、
　前記セクションの下面は、前記室外側角部に対応する室外側接触部、前記室内側角部に
対応する室内側接触部を備えている。
【００１６】
　セクションの下面に凸面を形成し、セクションの上面に凹面を形成してもよい。
　したがって、１つの態様では、
　前記セクションの上面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凹面
と、からなり、
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　前記セクションの下面は、室外側面と、室内側面と、室外側面と室内側面との間の凸面
と、からなり、
　前記セクションの上面において、前記室外側面と前記凹面の室外側端縁が角度をもって
交わることで室外側角部が形成されており、前記室内側面と前記凹面の室内側端縁が角度
をもって交わることで室内側角部が形成されており、
　前記セクションの下面は、前記室外側角部に対応する室外側接触部、前記室内側角部に
対応する室内側接触部を備えている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明では、扉体全閉姿勢で扉体に面圧が作用しない状態では、室外側角部は室外側接
触部にセクションの厚さ方向に近接しており、室内側角部は室内側接触部にセクションの
厚さ方向に近接しており、扉体全閉姿勢で扉体に室内外から所定の面圧が作用した場合に
は、接触部に近接して位置する室外側角部あるいは室内側角部が、セクション厚方向に変
位して、前記室外側接触部あるいは前記室内側接触部に速やかに接触し、セクションの上
端部位ないし下端部位が変形する前に、上下に隣接するセクションの上側のセクションの
下面と下側のセクションの上面間で力が伝達され、風圧力を上下に隣接するセクションで
分配して負担することができる。
【００１８】
　本発明では、室外側角部、室内側角部が、それぞれ、室外側接触部、室内側接触部に断
面視点接触（線接触）するので、セクション厚方向に滑ることなく噛むように接触するこ
とができ、上下に隣接するセクションの上側のセクションの下面と下側のセクションの上
面間で力を良好に伝達することができる。
　本発明は、内圧について、外圧と同等の耐風圧性能を備えたオーバーヘッドドアの扉体
を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】全閉姿勢にあるオーバーヘッドドアを室内側から見た正面図である。
【図２】オーバーヘッドドアの側面図である。
【図３】オーバーヘッドドアの側面図の部分拡大図である。
【図４】セクションを室内側から見た正面図である。
【図５】セクションの縦断面図である。
【図６】図５の上框部位の部分拡大図である。
【図７】図５の下框部位の部分拡大図である。
【図８】セクションを構成する縦框を示す図である。
【図９】セクションを構成する中框を示す図である。
【図１０】ボトムセクションの縦断面図である。
【図１１】ボトムセクションの下框の縦断面図である。
【図１２】ウェザーストリップを示す図である。
【図１３】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第１実施例を示す。
【図１４】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第１実施例を示す。
【図１５】上側に位置するセクションの下面の下框に対して、下側に位置するセクション
の上框が室外側に相対的に変位した状態を示す。
【図１６】上側に位置するセクションの下面の下框に対して、下側に位置するセクション
の上框が室内側に相対的に変位した状態を示す。
【図１７】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第２実施例を示す。
【図１８】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第３実施例を示す。
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【図１９】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第４実施例を示す。
【図２０】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第５実施例を示す。
【図２１】上側に位置するセクションの下面と下側に位置するセクションの上面の形状の
組み合わせの第６実施例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
［Ａ］オーバーヘッドドアの全体構成
図１は、全閉姿勢にあるオーバーヘッドドアを室内側から見た正面図であり、図２はオー
バーヘッドドアの側面図である。オーバーヘッドドアの扉体Ｄは、横長方形状の複数枚の
セクション１および最下端のボトムセクション１´を高さ方向に回動可能に連結すること
で構成されている。図２では、全閉姿勢にある扉体Ｄ、全開姿勢にある扉体Ｄ´がそれぞ
れ示されている。各セクション１の幅方向両端にはガイドローラ１１が回転自在に設けて
あり（図３参照）、扉体Ｄは、各セクション１の左右のガイドローラ１１が左右のガイド
レール９にそれぞれ案内されて上昇、下降することで建物開口部を開閉する。
【００２１】
図２に示すように、ガイドレール９は、開口部の高さ方向に延びる第１部位９０と、第１
部位９０の上方から室内側に向かって後方に延びる湾曲状の第２部位９１と、第２部位９
１の後方から天井ＣＬに沿って後方に延びる第３部位９２と、からなる。第１部位９０は
、下方から上方に向かって室内側へ緩やかに傾斜している。第３部位９２は、室内側に向
かって上方に緩やかに傾斜している。
【００２２】
開口部全閉状態では各セクション１はガイドレール９の第１部位９０に位置することで複
数枚のセクション１がほぼ垂直姿勢となって開口部を閉鎖している（図２の扉体Ｄ）。開
口部全閉状態から、各セクション１がほぼ垂直姿勢から第３部位９２に位置するほぼ水平
姿勢（緩やかな傾斜姿勢）まで引き上げられ（最下位のボトムセクション１´は第２部位
９１に位置する）、扉体が室内側空間の天井ＣＬに沿って横方向に延びた姿勢となって、
開口部全開状態となる（図２の扉体Ｄ´）。
【００２３】
建物開口部の上方には、バランススプリング１２を備えた回転軸１３が配設されており、
回転軸１３の両端部に軸支したドラム１４に一端をそれぞれ固定した巻き取りワイヤ１５
の他端を、ボトムセクション１´の左右両端にそれぞれ接続して、バランススプリング１
２の巻き上げ方向の付勢力により全閉姿勢にある扉体を開放方向（上方）に付勢するよう
に構成されている。
【００２４】
本実施形態に係るオーバーヘッドドアは電動式であり、電動開閉機構は、開閉機１６と、
トロリーレール１７と、連結アーム１８と、を備え、連結アーム１８の上端はトロリーレ
ール１７上を移動可能となっており、開閉機１６による連結アーム１８の移動によってボ
トムセクション１´を始動させることで扉体を移動させる。なお、上述のオーバーヘッド
ドアの駆動構成は一例に過ぎないものであり、本発明の内容を限定するものではない。
【００２５】
［Ｂ］セクションの構成
オーバーヘッドドアの扉体Ｄを構成するセクションについて説明する。なお、本明細書に
おいて、「室外側」、「室内側」という文言は、ある要素が実際に室外、室内に面するこ
と、位置することを意味することのみに用いられるものではなく、複数の部材の相対的な
位置関係を規定するものとしても用いられる点に留意されたい。また、「上」、「下」と
いう表現は、垂直姿勢にあるセクションに基づいてセクションの要素を規定するものであ
る。以下に述べるセクションの構成は一例に過ぎないものであり、本発明の内容を限定す
るものではない。
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【００２６】
図４、図５に示すように、セクション１は、建物開口部の全幅に亘って水平状に延びる上
框２と、建物開口部の全幅に亘って水平状に延びる下框３と、上框２及び下框３の幅方向
両端部間を高さ方向に連結する左右の縦框４と、上框２と下框３の幅方向の中間の所定部
位を高さ方向に連結する複数本の中框５と、上框２と下框３と縦框４と中框５で形成され
る長方形状の空間、上框２と下框３と中框５で形成される長方形状の空間に、それぞれ組
み込まれる複数枚のパネル６と、から構成されている。本実施形態では、上框２、下框３
、左右の縦框４、中框５は、アルミ型材から形成されている。
【００２７】
図６に示すように、上框２は、上面２０と、垂直状の室外側面部２１と、垂直状の室内側
面部２２と、水平状の下面２３と、を備えており、上框２の上面２０はセクション１の上
面となっている。上面２０は、室外側の水平面２００と、室内側の水平面２０１と、室外
側水平面２００と室内側水平面２０１との間に上向きに突成された断面視台形状の凸面２
０２と、からなる。凸面２０２は、室外側の傾斜面２０２０と、室内側の傾斜面２０２１
と、中央の水平面２０２２と、からなる。下面２３には、室外側に寄った部位から室内側
に向かって下向き傾斜状に延びる突片２３０が形成されており、室内側に寄った部位に溝
２３１が形成されている。溝２３１は、押縁６４を取り付けるための溝である。図６では
上框２の断面を示しているが、上面２０（室外側水平面２００、室内側水平面２０１、凸
面２０２）、室外側面部２１、室内側面部２２、下面２３（突片２３０、溝２３１）は、
上框２の長さ方向（扉体Ｄが建物開口部に設置された状態では、開口幅方向）に延びてい
る。
【００２８】
図７に示すように、下框３は、下面３０と、垂直状の室外側面部３１と、垂直状の室内側
面部３２と、水平状の上面３３と、を備えており、下框３の下面３０はセクション１の下
面となっている。下面３０は、室外側の水平面３００と、室内側の水平面３０１と、室外
側水平面３００と室内側水平面３０１との間に上向きに凹成された断面視台形状の凹面３
０２と、からなる。凹面３０２は、室外側の傾斜面３０２０と、室内側の傾斜面３０２１
と、中央の水平面３０２２と、からなる。上面３３には、室外側に寄った部位から室内側
に向かって上向き傾斜状に延びる突片３３０が形成されており、室内側に寄った部位に溝
３３１が形成されている。溝３３１は、押縁６４を取り付けるための溝である。図７では
下框２の断面を示しているが、下面３０（室外側水平面３００、室内側水平面３０１、凹
面３０２）、室外側面部３１、室内側面部３２、上面３３（突片３３０、溝３３１）は、
下框３の長さ方向（扉体Ｄが建物開口部に設置された状態では、開口幅方向）に延びてい
る。
【００２９】
下框３の室内側面部３２には、下框３の長さ方向に亘って延びる補強部材７が設けてある
。補強部材７は、室内側面部３２から室内側に向かって水平状に延びる水平部７０と、水
平部７０の端部から垂下する垂下部７１とから、断面視Ｌ形状を備えている。このような
補強部材７の詳細については、特許文献１、２を参照することができる。なお、下框３に
代えて、上框２の室内側面部２２に補強部材７を設けてもよい。
【００３０】
図８に示すように、縦框４は、垂直状の外面４０と、垂直状の室外側面部４１と、垂直状
の室内側面部４２と、垂直状の内面４３と、垂直状の中間面４４を備えており、縦框４の
外面４０はセクション１の側面となっている。内面４３は、室外側に寄った部位から室内
側に向かって立ち上がり傾斜状に延びる突片４３０が形成されており、室内側に寄った部
位に溝４３１が形成されている。溝４３１は、押縁（縦框４との関係では図示せず）を取
り付けるための溝である。縦框４の上端、下端は、それぞれ、上框２の下面２３、下框３
の上面３３に螺子（１つの態様では、縦框４の全高に亘って延びる１本の長軸の螺子を用
いる）で固定されており、水平状に延びる上框２、下框３、左右の縦框４から横長方形状
の枠が形成される。縦框４の内面４３の上下端部には、突片４３０の上下端に位置して、



(9) JP 6735152 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

切欠き４３２、４３３が形成されており、縦框４の外面４０、中間面４４の上下端部には
、切欠き４３２、４３３に対応して切欠き（図示せず）が形成されており、上框２の下面
２３の突片２３０、下框３の上面３３の突片３３０が、それぞれ嵌合するようになってい
る。
【００３１】
図９に示すように、中框５は、垂直状の第１側面５０と、垂直状の室外側面部５１と、垂
直状の室内側面部５２と、垂直状の第２側面５３と、を備えている。第１側面５０は、室
外側に寄った部位から室内側に向かって立ち上がり傾斜状に延びる突片５００が形成され
ており、室内側に寄った部位に溝５０１が形成されている。第２側面５３は、室外側に寄
った部位から室内側に向かって立ち上がり傾斜状に延びる突片５３０が形成されており、
室内側に寄った部位に溝５３１が形成されている。溝５０１、５３１は、押縁（中框５と
の関係では図示せず）を取り付けるための溝である。中框５の上端、下端は、それぞれ、
上框２の下面２３、下框３の上面３３に螺子（１つの態様では、縦框４の全高に亘って延
びる１本の長軸の螺子を用いる）で固定されている。中框５の第２側面５３の上下端部に
は、突片５３０の上下端に位置して、切欠き５３２、５３３が形成されており、中框５の
第１側面５０の上下端部には、突片５００の上下端に位置して、切欠き（図示せず）が形
成されており、上框２の下面２３の突片２３０、下框３の上面３３の突片３３０が、それ
ぞれ嵌合するようになっている。
【００３２】
パネル６は、室外側面部６０と、室内側面部６１と、上端面６２と、下端面６３と、左右
の側端面と、を備えた方形状のプレートである。パネル６は、室外側面部６０の四周が、
傾斜状の突片（いわば室外側の押縁）２３０、３３０、４３０、５００、５３０に固定さ
れ、室内側面部６１の四周が、押縁６４に固定されることによって、突片２３０、３３０
、４３０、５００、５３０と、押縁６４と、によって室外内から挟み込むようにして固定
されている。パネル６は、セクション１の厚さ方向において、室外側に偏倚した位置に設
けられている。
【００３３】
パネル６の固定構造について、図６、図７を参照しつつ、詳細に説明する。パネル６の室
外側面部６０の四周は、接着テープとして例示するブチルテープ６５を介して、傾斜状の
突片２３０、３３０の先端に固定されている。押縁６４は、断面視において、傾斜状の本
体６４０と、本体６４０の室内側端部に形成された挿入片６４１と、本体６４０の室外側
端部に形成された第１当接部６４２と、第２当接部６４３と、からなる。図６に示すよう
に、押縁６４は、第１当接部６４２がパネル６の室内側面部６１の上側の周縁に当接し、
第２当接部６４３がパネル６の上端面６２に当接した状態で、挿入片６４１を溝２３１に
差し入れて接着剤で固定することで取り付けられる。図７に示すように、押縁６４は、第
１当接部６４２がパネル６の室内側面部６１の下側の周縁に当接し、第２当接部６４３が
パネル６の下端面６３に当接した状態で、挿入片６４１を溝３３１に差し入れて接着剤で
固定することで取り付けられる。パネル６の左右の周縁も同様の構成によって縦框４、中
框５に固定される。
【００３４】
図１、図１０に示すように、ボトムセクション１´は、建物開口部の全幅に亘って延びる
上框２と、建物開口部の全幅に亘って延びる下框３´と、上框２及び下框３´の幅方向両
端部間を高さ方向に連結する左右の縦框４と、上框２と下框３´の幅方向の中間の所定部
位を高さ方向に連結する複数本の中框５と、上框２と下框３´と縦框４と中框５で形成さ
れる長方形状の空間、上框２と下框３´と中框５で形成される長方形状の空間に、それぞ
れ組み込まれる複数枚のパネル６と、から構成されている。上框２、下框３´、左右の縦
框４、中框５は、アルミ型材から形成されている。ボトムセクション１´の上框２の構成
は、セクション１の上框２の構成と同じであり、セクション１の上框２についての記載を
援用することができる。
【００３５】
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図１１に示すように、下框３´は、下面３０´と、垂直状の室外側面部３１´と、垂直状
の室内側面部３２´と、水平状の上面３３´と、を備えており、上面３３´には、室外側
に寄った部位から室内側に向かって上向き傾斜状に延びる突片３３０´が形成されており
、室内側に寄った部位に溝３３１´が形成されている。ボトムセクション１´のパネル６
の下側の周縁は、突片３３０´と、溝３３１´に装着された押縁６４と、によって固定さ
れる。室内側面部３２´には補強部材７が形成されている。
【００３６】
ボトムセクション１´の下面、すなわち、下框３の下面３０´には、ウェザーストリップ
８が取り付けられている。ウェザーストリップ８は、ボトムセクション１´の全幅に亘っ
て延びる中空状の長尺部材である。図１２に示すように、ウェザーストリップ８は、可撓
性を備えた本体８０と、本体８０の幅方向両端に形成された差し込み部８１、８１とを備
え、差し込み部８１は、基片８２と、基片８２の先端に形成された挿入部８３と、備え、
挿入部８３は、第１傾斜面８３０と第２傾斜面８３１とから形成され、頂点８３２を備え
た断面視三角形状の第１部分と、第１湾曲面８３３、第２湾曲面８３４を備えた断面視半
円状の第２部分と、からなり、基片８２の先端に第２部分が一体形成されている。
【００３７】
下面３０´の室外側端部及び室内側端部には、ウェザーストリップ８を取り付けるための
挿入溝３４が形成されている。挿入溝３４は断面視略円形状部位３４０と、円形状部位３
４０の下側に形成された切欠き部３４１と、下向き拡開部３４２と、からなる。
【００３８】
図１１、図１２は、下框３´、ウェザーストリップ８の断面を示しており、下框３´に形
成された挿入溝３４、ウェザーストリップ８は、ボトムセクション１´の幅方向に延びる
長尺要素である。挿入溝３４にウェザーストリップ８を取り付ける時には、挿入溝３４の
長さ方向の端部にウェザーストリップ８の差し込み部８１、８１を差し入れ、長さ方向に
挿入していくが、従来は、挿入部の断面形状が、挿入溝３４と同様に円形であったため、
挿入部の円形断面と挿入溝の円形断面とが面接触することによる摩擦によって、差し込み
部の差し込み作業に多大な手間がかかり、極めて作業効率が悪いものとなっていた。
【００３９】
本実施形態では、差し込み部８１を挿入溝３４に差し入れた時には、挿入部８３が円形状
部位３４０内に位置し、基片８２が拡開部３４２に位置し、差し込み部８１の挿入部８３
の第１部分の頂点（接触点）８３２を円形状部位３４０の内面に接触（線接触）させるこ
とで、第２部分と挿入溝３４の内面との接触を可及的に防止しながら、頂点８３２と円形
状部位３４０の内面の接触部をガイドとして、ウェザーストリップ８の差し込み部８１の
挿入部８３を、挿入溝３４の円形状部位３４０に、長さ方向に差し入れて行くことができ
るため、従来の装着手法に比べて作業性が良好である。装着後には、断面視半円状の第２
部分が挿入溝３４の円形状部位３４０の下半部の内面に載るので、抜け落ちることもない
。
【００４０】
最後に、各セクション１、ボトムセクション１´の連結について説明する。扉体Ｄが全閉
姿勢から全開姿勢、全開姿勢から全閉姿勢へと移動する時には、湾曲状の第２部位９１を
通過するため、各セクション１は互いに回動可能に連結されている。扉体Ｄにおいて、上
下に隣接するセクション１の室内側部位同士が丁番１０を介して連結されており、丁番１
０の回転軸を中心として、上下に隣接するセクション１が回動可能となっている。より具
体的には、上下に隣接するセクション１の縦框４の室内側面部４２に跨るように丁番１０
が設けられ（図３）、上下に隣接するセクション１の下側のセクション１の中框５の室内
側面部５２と、上側のセクション１の下框３の室内側面部３２に突設された補強部材７の
水平部７０に跨るように丁番１０が設けてある（図１４）。
【００４１】
［Ｃ］閉鎖姿勢の扉体における上下に隣接するセクションの下面と上面との嵌り合い構造
本実施形態において、オーバーヘッドドアの扉体Ｄにおいて、セクション１の上框２の上
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面２０は、室外側水平面２００と、室内側水平面２０１と、室外側水平面２００と室内側
水平面２０１との間の凸面と、からなり、セクション１の下框３の下面３０は、室外側水
平面３００と、室内側水平面３０１と、室外側水平面３００と室内側水平面３０１との間
の凹面と、からなる。扉体全閉姿勢において、上下に隣接するセクション１の上側のセク
ション１の下框３の下面３０と下側のセクション１の上框２の上面２０とは、室外側水平
面２００、３００同士、室内側水平面２０１、３０１同士が当接すると共に、凹面に凸面
がクリアランスを有して受け入れられており、凸面と凹面は、前記クリアランスが、縦断
面視において、室外側の三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１、室内側の三角形状の空間
（クリアランス）Ｃ２を形成するような形状を備えている。以下、セクション１の上框２
の上面２０の凸面、下框３の下面３０の凹面の具体的な形状の組み合わせについて説明す
る。
【００４２】
［第１実施例］
第１実施例は、図６に示す上框２の上面２０と図７に示す下框３の下面３０との嵌り合い
であり、上框２の上面２０の説明、下框３の下面３０の説明については、既述の記載を援
用することができる。図３、図１３、図１４に示すように、開口部全閉状態において、上
下に隣接する２枚のセクション１の下側に位置するセクション１の上框２の上面２０に上
側に位置するセクション１の下框３の下面３０が載っている。上框２の上面２０の室外側
水平面２００上に、下框３の下面３０の室外側水平面３００が載っており、室外側水平面
２００の幅寸法は室外側水平面３００の幅寸法よりも少し大きい。上框２の上面２０の室
内側水平面２０１上に、下框３の下面３０の室内側水平面３０１が載っており、室内側水
平面２０１の幅寸法は室内側水平面３０１の幅寸法よりも少し大きい。
【００４３】
上框２の上面２０の凸面２０２は、下框３の下面３０の凹面３０２内に受け入れられてい
る。より具体的には、下框３の凹面３０２の室外側傾斜面３０２０の傾斜角度（図示の例
では室外側水平面３００から７５度で立ち上がる）は上框２の凸面２０２の室外側傾斜面
２０２０の傾斜角度（図示の例では室外側水平面２００から４５度で立ち上がる）よりも
大きくなっており、下框３の凹面３０２の室外側傾斜面３０２０と、上框２の凸面２０２
の室外側傾斜面２０２０と、下框３の凹面３０２の中央の水平面３０２２の室外側部位と
、の間に断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１が形成されている。
【００４４】
下框３の凹面３０２の室内側傾斜面３０２１の傾斜角度（図示の例では室内側水平面３０
１から７５度で立ち上がる）は上框２の凸面２０２の室内側傾斜面２０２１の傾斜角度（
図示の例では室内側水平面２０１から４５度で立ち上がる）よりも大きくなっており、下
框３の凹面３０２の室内側傾斜面３０２１と、上框２の凸面２０２の室内側傾斜面２０２
１と、下框３の凹面３０２の中央の水平面３０２２の室内側部位と、の間に断面視三角形
状の空間（クリアランス）Ｃ２が形成されている。
【００４５】
上框２の上面２０の凸面２０２の中央の水平面２０２２は、下框３の下面３０の凹面３０
２の中央の水平面３０２２に隙間Ｃ３を存して近接している。水平面３０２２の幅寸法は
水平面２０２２の幅寸法よりも大きい。典型的には、上框２の上面２０の室外側水平面２
００と下框３の下面３０の室外側水平面３００が当接しており、上框２の上面２０の室内
側水平面２０１と下框３の下面３０の室内側水平面３０１が当接しており、凸面２０２と
凹面３０２は離間している（なお、セクション１は開口幅方向に延びる部材であり、部分
的な変形やねじれが生じる可能性があることから、結果的に、水平面２０２２と水平面３
０２２が長さ方向において部分的に接触することを排除するものではない。）。
【００４６】
このように、上側に位置するセクション１の下框３の下面３０と、下側に位置するセクシ
ョン１の上框２の上面２０とが、扉体Ｄの全閉姿勢において、室外側の空間（クリアラン
ス）Ｃ１と、室内側の空間（クリアランス）Ｃ２と、隙間Ｃ３と、からクリアランスが形
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成されている。セクション１の下框３の下面３０と上框２の上面２０が、室外側の断面視
三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１と、室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス
）Ｃ２と、を有するクリアランスを形成することによって、扉体Ｄの開閉時、すなわち、
上側のセクション１と下側のセクション１の回動時に、上側のセクション１の下面３０の
凹面３０２と、下側のセクション１の上面２０の凸面２０２と、の非接触状態での移動が
許容（保証）され、製作時の寸法誤差も吸収される。なお、第１実施例では、図１３に示
すように、セクション１の下框３の下面３０、上框２の上面２０の形状は、セクション１
の厚さ方向の中心を通る垂直面に対して対称状の形状となっている。
【００４７】
室外側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１において、下框３の凹面３０２の室
外側傾斜面３０２０の下端は、角度（１０５度）をもって室外側水平面３００と交わるこ
とによって、角部Ｅ１を形成しており、角部Ｅ１は、上框２の凸面２０２の室外側傾斜面
２０２０の下端に近接している。
【００４８】
図１４に示す扉体全閉姿勢において、扉体Ｄに面圧が作用して、下側に位置するセクショ
ン１の上框２に対して上側に位置するセクション１の下框３が相対的に室内側に変位する
と、直ちに、下框３の下面３０に形成された角部Ｅ１が上框２の凸面２０２の室外側傾斜
面２０２０の下端ないし下端近傍に当接して、断面視において点接触（実際には、線接触
）する（図１５）。セクション１は、開口幅方向に延びる部材なので、線接触の態様とし
ては、長さ方向の全部で接触する場合、長さ方向の一部で接触する場合が考えられる。図
１５では、角部Ｅ１が上框２の凸面２０２の室外側傾斜面２０２０の下端に点接触してい
るが、上框２と下框３の強度が異なることによる撓み量の差異、上框２及び下框３が開口
幅方向に長尺であることによる捩れ等によって、角部Ｅ１が上框２の凸面２０２の室外側
傾斜面２０２０の下端より少し上側の部位に点接触する場合もあり得る。
【００４９】
室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２において、下框３の凹面３０２の室
内側傾斜面３０２１の下端は、角度（１０５度）をもって室内側水平面３０１と交わるこ
とによって、角部Ｅ２を形成しており、角部Ｅ２は、上框２の凸面２０２の室内側傾斜面
２０２１の下端に近接している。
【００５０】
図１４に示す扉体全閉姿勢において、扉体Ｄに面圧が作用して、下側に位置するセクショ
ン１の上框２に対して上側に位置するセクション１の下框３が相対的に室外側に変位する
と、直ちに、下框３の下面３０に形成された角部Ｅ２が上框２の凸面２０２の室内側傾斜
面２０２１の下端ないし下端近傍に当接して、断面視において点接触（実際には、線接触
）する（図１６）。セクション１は、開口幅方向に延びる部材なので、線接触の態様とし
ては、長さ方向の全部で接触する場合、長さ方向の一部で接触する場合が考えられる。図
１６では、角部Ｅ２が上框２の凸面２０２の室内側傾斜面２０２１の下端に点接触してい
るが、上框２と下框３の強度が異なることによる撓み量の差異、上框２及び下框３が開口
幅方向に長尺であることによる捩れ等によって、角部Ｅ２が上框２の凸面２０２の室内側
傾斜面２０２１の下端より少し上側の部位に点接触する場合もあり得る。
【００５１】
全閉姿勢にある扉体Ｄに外圧ないし内圧が作用した時には、扉体Ｄの幅方向両端部はガイ
ドレール９に拘束されているので、幅方向中央部位が室内側ないし室外側に膨らむように
変形すると考えられる。この時、セクション１の上框２と下框３の強度に差があれば、よ
り強度が弱い側（本実施形態では、上框２）がより大きく変形ないし変位するものと考え
られる。したがって、図１４の状態において内圧が作用した場合には、上下に隣接するセ
クション１は図１５のような挙動を示すと考えられ、図１４の状態において外圧が作用し
た場合には、上下に隣接するセクション１は図１６のような挙動を示すと考えられる。図
１５、図１６は縦断面視であり、実際には、室外側角部Ｅ１と室外側接触部、室内側角部
Ｅ２と室内側接触部は、それぞれ、線接触すると考えられ、また、セクションの変形に応
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じて、部分的に線接触することも考えられる（例えば、幅方向の中央部位のみが接触して
、幅方向両端部は離れている）。
【００５２】
［第２実施例］
図１７を参照しつつ、第２実施例について説明する。下側に位置するセクション１の上框
２の上面２０は、第１実施例と同様に、室外側の水平面２００と、室内側の水平面２０１
と、室外側水平面２００と室内側水平面２０１との間に上向きに突成された断面視台形状
の凸面と、からなり、凸面は、室外側の傾斜面２０２０と、室内側の傾斜面２０２１と、
中央の水平面２０２２と、からなる。
【００５３】
上側に位置するセクション１の下框３の下面３０は、室外側の水平面３００と、室内側の
水平面３０１と、室外側の水平面３００と室内側の水平面３０１との間に上向きに凹成さ
れた凹面と、からなり、凹面は、室外側の垂直面３０２０´と、室内側の垂直面３０２１
´と、中央の水平面３０２２と、からなる。
【００５４】
下框３の凹面の室外側垂直面３０２０´と、上框２の凸面の室外側傾斜面２０２０と、下
框３の凹面の中央の水平面３０２２の室外側部位と、の間に断面視三角形状の空間（クリ
アランス）Ｃ１が形成されている。下框３の凹面の室内側垂直面３０２１´と、上框２の
凸面の室内側傾斜面２０２１と、下框３の凹面の中央の水平面３０２２の室内側部位と、
の間に断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２が形成されている。
【００５５】
室外側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１において、下框３の凹面の室外側垂
直面３０２０´の下端は、室外側水平面３００と角度（９０度）をもって交わることで、
角部Ｅ１を形成しており、角部Ｅ１は、上框２の凸面の室外側傾斜面２０２０の下端に近
接している。室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２において、下框３の凹
面の室内側垂直面３０２１´の下端は、室内側水平面３０１と角度（９０度）をもって交
わることで、角部Ｅ２を形成しており、角部Ｅ２は、上框２の凸面の室内側傾斜面２０２
１の下端に近接している。
【００５６】
図１７下図に示すように、セクション１の下框３の下面３０と上框２の上面２０が、室外
側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１と、室内側の断面視三角形状の空間（ク
リアランス）Ｃ２と、を有するクリアランスを形成することによって、扉体Ｄの開閉時、
すなわち、上側のセクション１と下側のセクション１の回動時に、上側のセクション１の
下面３０の凹面と、下側のセクション１の上面２０の凸面と、の非接触状態での移動が許
容（保証）され、製作時の寸法誤差も吸収される。扉体全閉姿勢で扉体Ｄに所定の面圧が
作用した場合には、室外側角部Ｅ１あるいは室内側角部Ｅ２が、室外側接触部（上框２の
凸面の室外側傾斜面２０２０の下端ないし下端近傍）あるいは室内側接触部（上框２の凸
面の室内側傾斜面２０２１の下端ないし下端近傍）に接触して、上下に隣接する下面３０
と上面２０との間で力が伝達される。
【００５７】
［第３実施例］
図１８を参照しつつ、第３実施例について説明する。下側に位置するセクション１の上框
２の上面２０は、第１実施例と同様に、室外側の水平面２００と、室内側の水平面２０１
と、室外側水平面２００と室内側水平面２０１との間に上向きに突成された断面視台形状
の凸面と、からなり、凸面は、室外側の傾斜面２０２０と、室内側の傾斜面２０２１と、
中央の水平面２０２２と、からなる。
【００５８】
上側に位置するセクション１の下框３の下面３０は、室外側の水平面３００と、室内側の
水平面３０１と、室外側の水平面３００と室内側の水平面３０１との間に上向きに凹成さ
れた凹面と、からなり、凹面は、室外側の垂直面３０２０´と、室内側の垂直面３０２１
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´と、中央の上向き膨出状の湾曲面３０２２´と、からなる。
【００５９】
下框３の凹面の室外側垂直面３０２０´と、上框２の凸面の室外側傾斜面２０２０と、下
框３の凹面の中央の湾曲面３０２２´の室外側部位と、の間に断面視三角形状の空間（ク
リアランス）Ｃ１が形成されている。下框３の凹面の室内側垂直面３０２１´と、上框２
の凸面の室内側傾斜面２０２１と、下框３の凹面の中央の湾曲面３０２２´の室内側部位
と、の間に断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２が形成されている。
【００６０】
室外側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１において、下框３の凹面の室外側垂
直面３０２０´の下端は、室外側水平面３００と角度（９０度）をもって交わることで、
角部Ｅ１を形成しており、角部Ｅ１は、上框２の凸面の室外側傾斜面２０２０の下端に近
接している。室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２において、下框３の凹
面の室内側垂直面３０２１´の下端は、室内側水平面３０１と角度（９０度）をもって交
わることで、角部Ｅ２を形成しており、角部Ｅ２は、上框２の凸面の室内側傾斜面２０２
１の下端に近接している。
【００６１】
図１８下図に示すように、セクション１の下框３の下面３０と上框２の上面２０が、室外
側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１と、室内側の断面視三角形状の空間（ク
リアランス）Ｃ２と、を有するクリアランスを形成することによって、扉体Ｄの開閉時、
すなわち、上側のセクション１と下側のセクション１の回動時に、上側のセクション１の
下面３０の凹面と、下側のセクション１の上面２０の凸面と、の非接触状態での移動が許
容（保証）され、製作時の寸法誤差も吸収される。扉体全閉姿勢で扉体Ｄに所定の面圧が
作用した場合には、室外側角部Ｅ１あるいは室内側角部Ｅ２が、室外側接触部（上框２の
凸面の室外側傾斜面２０２０の下端ないし下端近傍）あるいは室内側接触部（上框２の凸
面の室内側傾斜面２０２１の下端ないし下端近傍）に接触して、上下に隣接する下面３０
と上面２０との間で力が伝達される。
【００６２】
［第４実施例］
図１９を参照しつつ、第４実施例について説明する。下側に位置するセクション１の上框
２の上面２０は、室外側の水平面２００と、室内側の水平面２０１と、室外側水平面２０
０と室内側水平面２０１との間に上向きに突成された断面視台形状の凸面と、からなり、
凸面は、室外側の傾斜面２０２０と、室内側の傾斜面２０２１と、中央の水平面２０２２
と、からなる。第４実施例の上框２の上面２０は、断面視台形状の凸面を備える点におい
て第１実施例と共通するが、室外側傾斜面２０２０の立ち上がり角度と室内側傾斜面２０
２１の立ち上がり角度とが異なる点（室内側傾斜面２０２１の立ち上がり角度が大きい）
において相違する。
【００６３】
上側に位置するセクション１の下框３の下面３０は、室外側の水平面３００と、室内側の
水平面３０１と、室外側の水平面３００と室内側の水平面３０１との間に上向きに凹成さ
れた凹面と、からなり、凹面は、室外側の垂直面３０２０´と、室内側の垂直面３０２１
´と、中央の水平面３０２２と、からなる。
【００６４】
下框３の凹面の室外側垂直面３０２０´と、上框２の凸面の室外側傾斜面２０２０と、下
框３の凹面の中央の水平面３０２２の室外側部位と、の間に断面視三角形状の空間（クリ
アランス）Ｃ１が形成されている。下框３の凹面の室内側垂直面３０２１´と、上框２の
凸面の室内側傾斜面２０２１と、下框３の凹面の中央の水平面３０２２の室内側部位と、
の間に断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２が形成されている。
【００６５】
室外側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１において、下框３の凹面の室外側垂
直面３０２０´の下端は、室外側水平面３００と角度（９０度）をもって交わることで、
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角部Ｅ１を形成しており、角部Ｅ１は、上框２の凸面の室外側傾斜面２０２０の下端と近
接している。室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２において、下框３の凹
面の室内側垂直面３０２１´の下端は、室内側水平面３０１と角度（９０度）をもって交
わることで、角部Ｅ２を形成しており、角部Ｅ２は、上框２の凸面の室内側傾斜面２０２
１の下端と近接している。
【００６６】
図１９下図に示すように、セクション１の下框３の下面３０と上框２の上面２０が、室外
側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１と、室内側の断面視三角形状の空間（ク
リアランス）Ｃ２と、を有するクリアランスを形成することによって、扉体Ｄの開閉時、
すなわち、上側のセクション１と下側のセクション１の回動時に、上側のセクション１の
下面３０の凹面と、下側のセクション１の上面２０の凸面と、の非接触状態での移動が許
容（保証）され、製作時の寸法誤差も吸収される。扉体全閉姿勢で扉体Ｄに所定の面圧が
作用した場合には、室外側角部Ｅ１あるいは室内側角部Ｅ２が、室外側接触部（上框２の
凸面の室外側傾斜面２０２０の下端ないし下端近傍）あるいは室内側接触部（上框２の凸
面の室内側傾斜面２０２１の下端ないし下端近傍）に接触して、上下に隣接する下面３０
と上面２０との間で力が伝達される。なお、第４実施例では、図１９に示すように、セク
ション１の下框３の下面３０、上框２の上面２０の形状は、セクション１の厚さ方向の中
心を通る垂直面に対して非対称状の形状となっている。
【００６７】
［第５実施例］
図２０を参照しつつ、第５実施例について説明する。下側に位置するセクション１の上框
２の上面２０は、室外側の水平面２００と、室内側の水平面２０１と、室外側の水平面２
００と室内側の水平面２０１との間に上向きに膨出状に突成された湾曲状の凸面２０２´
と、からなる。
【００６８】
上側に位置するセクション１の下框３の下面３０は、室外側の水平面３００と、室内側の
水平面３０１と、室外側の水平面３００と室内側の水平面３０１との間に上向きに凹成さ
れた凹面と、からなり、凹面は、室外側の垂直面３０２０´と、室内側の垂直面３０２１
´と、中央の水平面３０２２と、からなる。
【００６９】
下框３の凹面の室外側垂直面３０２０´と、上框２の凸面の湾曲状の凸面２０２´の室外
側部位と、下框３の凹面の中央の水平面３０２２の室外側部位と、の間に断面視三角形状
の空間（クリアランス）Ｃ１が形成されている。下框３の凹面の室内側垂直面３０２１´
と、上框２の凸面の湾曲状の凸面２０２´の室内側部位と、下框３の凹面の中央の水平面
３０２２の室内側部位と、の間に断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２が形成され
ている。
【００７０】
室外側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１において、下框３の凹面の室外側垂
直面３０２０´の下端は、室外側水平面３００と角度（９０度）をもって交わることで、
角部Ｅ１を形成しており、角部Ｅ１は、上框２の湾曲状の凸面２０２´の室外側の下端と
近接している。室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２において、下框３の
凹面の室内側垂直面３０２１´の下端は、室内側水平面３０１と角度（９０度）をもって
交わることで、角部Ｅ２を形成しており、角部Ｅ２は、上框２の湾曲状の凸面２０２´の
室内側の下端と近接している。
【００７１】
図２０下図に示すように、セクション１の下框３の下面３０と上框２の上面２０が、室外
側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１と、室内側の断面視三角形状の空間（ク
リアランス）Ｃ２と、を有するクリアランスを形成することによって、扉体Ｄの開閉時、
すなわち、上側のセクション１と下側のセクション１の回動時に、上側のセクション１の
下面３０の凹面と、下側のセクション１の上面２０の凸面と、の非接触状態での移動が許
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容（保証）され、製作時の寸法誤差も吸収される。扉体全閉姿勢で扉体Ｄに所定の面圧が
作用した場合には、室外側角部Ｅ１あるいは室内側角部Ｅ２が、室外側接触部（上框２の
湾曲状の凸面２０２´の室外側の下端ないし下端近傍）あるいは室内側接触部（上框２の
湾曲状の凸面２０２´の室内側の下端ないし下端近傍）に接触して、上下に隣接する下面
３０と上面２０との間で力が伝達される。
【００７２】
［第６実施例］
図２１を参照しつつ、第６実施例について説明する。下側に位置するセクション１の上框
２の上面２０は、室外側の水平面２００と、室内側の水平面２０１と、室外側の水平面２
００と室内側の水平面２０１との間に上向きに突成された凸面と、からなり、凸面は、室
外側の垂直面２０２０´と、室内側の垂直面２０２１´と、中央の水平面２０２２と、か
らなる。
【００７３】
上側に位置するセクション１の下框３の下面３０は、室外側の水平面３００と、室内側の
水平面３０１と、室外側の水平面３００と室内側の水平面３０１との間に上向きに凹成さ
れた湾曲状の凹面３０２´と、からなる。
【００７４】
下框３の湾曲状の凹面３０２´の室外側部位と、上框２の上面２０の室外側水平面２００
の中央の凸面寄りの部分と、上框２の凸面の室外側垂直面２０２０´と、の間に断面視三
角形状の空間（クリアランス）Ｃ１が形成されている。下框３の湾曲状の凹面３０２´の
室内側部位と、上框２の上面２０の室内側水平面２０１の中央の凸面寄りの部分と、上框
２の凸面の室内側垂直面２０２１´と、の間に断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ
２が形成されている。
【００７５】
室外側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１において、上框２の凸面の室外側垂
直面２０２０´の上端は、水平面２０２２と角度（９０度）をもって交わることで、角部
Ｅ１を形成しており、角部Ｅ１は、下框３の凹面３０２´の室外側部位と近接している。
室内側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ２において、上框２の凸面の室内側垂
直面２０２１´の上端は、水平面２０２２と角度（９０度）をもって交わることで、角部
Ｅ２を形成しており、角部Ｅ２は、下框３の凹面３０２´の室内側部位と近接している。
【００７６】
図２１下図に示すように、セクション１の下框３の下面３０と上框２の上面２０が、室外
側の断面視三角形状の空間（クリアランス）Ｃ１と、室内側の断面視三角形状の空間（ク
リアランス）Ｃ２と、を有するクリアランスを形成することによって、扉体Ｄの開閉時、
すなわち、上側のセクション１と下側のセクション１の回動時に、上側のセクション１の
下面３０の凹面と、下側のセクション１の上面２０の凸面と、の非接触状態での移動が許
容（保証）され、製作時の寸法誤差も吸収される。扉体全閉姿勢で扉体Ｄに所定の面圧が
作用した場合には、室外側角部Ｅ１あるいは室内側角部Ｅ２が、室外側接触部（下框３の
凹面３０２´の室外側部位）あるいは室内側接触部（下框３の凹面３０２´の室内側部位
）に接触して、上下に隣接する下面３０と上面２０との間で力が伝達される。
【符号の説明】
【００８２】
１　セクション
２　上框
２０　上面
２００　室外側水平面
２０１　室内側水平面
２０２　凸面
２０２０　室外側傾斜面
２０２１　室内側傾斜面
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２０２２　水平面
３　下框
３０　下面
３００　室外側水平面
３０１　室内側水平面
３０２　凹面
３０２０　室外側傾斜面
３０２１　室内側傾斜面
３０２２　水平面
Ｃ１　室外側の縦断面視三角形状の空間（クリアランス）
Ｃ２　室内側の縦断面視三角形状の空間（クリアランス）
Ｅ１　室外側の角部
Ｅ２　室内側の角部
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【図１５】 【図１６】
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【図１９】 【図２０】
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